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　有史以来、私たちは自然界の恩恵を受け、自然との共生を図りながら生きてきました。しかし

ながら、今や私たち人間が環境に与える影響は極度に増大し、地球環境を大きく破壊しつつあ

ります。これは人類の生存をも脅かす重大な問題です。

　この地球は私たちが祖先から受け継いだものであると同時に、子孫から託されているかけが

えのないものです。地球環境を守るためには、私たち一人ひとりが生活スタイルを見直すととも

に、事業のあり方を変革し、行政・企業・消費者が力を合わせて環境保全型社会への転換を

図っていくしかありません。

　コープこうべは、くらしを守るという生活協同組合の目的にそって、環境問題解決のために全

力をつくすことを誓い、「コープこうべ環境憲章」を以下のとおり定めます。

　地球環境はすべての面で有限であり、

私たち人間はその中で活動せざるをえませ

ん。コープこうべの組合員・職員の一人ひと

りはそのことを認識し、限られた地球環境

の中で自然と共生していくという思いを大

切に持ち続けていきます。

　創立以来、コープこうべは組合員のくらし

を守るための運動を展開してきました。今後

さらに、環境問題を“くらしのあり方、社会シ

ステムのあり方を問う意識変革の問題”と

認識し、“健康・福祉・平和”を守る運動とと

もに、生協運動の根源的課題として、事業

活動も含めて先進的な取り組みを積極的

に展開していきます。

［ 基 本 理 念 ］

　生協は、消費者運動としての側面と同

時に事業体としての側面をもっており、その

両面で環境保全への取り組みを推進して

いきます。コープこうべは以下の方針を基

本として、組合員と職員が一緒になって考

え、悩み、創造し、行動するとともに、環境

保全活動や環境負荷に関する情報を公

開していきます。

1. くらしの見直し運動をすすめ、環境保全
型社会への転換を推進します。

2. 事業活動から発生する直接・間接の環
境負荷の低減を推進します。

●環境に配慮した事業体への転換を図り
ます。

●環境に配慮した商品の開発・改善を図
ります。

［ 行 動 指 針 ］

コープこうべ環境憲章

コープこうべ概要

1921年4月12日 神戸購買組合　設立
1921年5月26日 灘購買組合　設立
1962年4月 1日 両生協合併、
 灘神戸生活協同組合誕生
1991年4月 1日 生活協同組合コープこうべに
 名称変更
1995年4月 1日 播磨生活協同組合と
 生活協同組合コープこうべが合併
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本部所在地
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活動エリア

主 な 事 業

供 給 高

生産事業高

職 員 数

沿 革

正職員数：2,956人　　嘱託：648人
定時職員・学生臨時職員など：7,613人

〒658-8555 
神戸市東灘区住吉本町1-3-19

61.2％

11,217人

生活協同組合コープこうべ

1921年4月12日

459.6億円

1,353,850人

2,688.1億円

122.4億円

兵庫県全域

組合員を対象に、商品の生産・供
給事業および教育・学習を行い、
生活文化の向上を図る事業など

兵庫県世帯に占める
組合員世帯の割合（　　　　　　）

※2003年度は住所不明組合員の
　「みなし脱退」手続きを行ったため、
　組合員数が減少しました。

組合員数推移
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1,450,578

1,215,997※

1,244,929
1,278,379

1,313,790

1,353,850人

職員数推移
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13,627

13,477
12,651 12,229

11,669

11,217人

供給高推移

2002 2003 2004 2005 2006 2007

2,904

2,847 2,806 2,772 2,700

2,688億円

分類別
供給高比率

供給高
2,688
億円

生鮮食品
27.8％

加工食品
45.8％

住居関連
用品

衣料品

18.4％

8.0％

2008年3月末時点

事 業 所

住吉事務所 1事業所

物流センター 6センター

ギフトセンター 1事業所

食品工場 1事業所

地区本部・事務所 6事業所

コープミニ
コープリビング
スポーツコースト

57
1
1

シーア
コープデイズ
コープ

1
6
86

店舗事業 152店舗

共済・サービス事業
・コープ共済センター
・クレリ案内センター（葬祭関係）

1事業所
2事業所

その他
・商品検査センター　　　
・コープ土づくりセンター
・文化・スポーツ関連施設
・コープ活動サポートセンター　

1事業所
1事業所
15事業所
11事業所

無店舗事業

生活必需品などの供給・配達事業
・協同購入・個人宅配事業 22事業所

協同購入センター
ひまわりセンター

20
2

呉服・服飾品などの訪問などによる供給事業
・装いの事業 2事業所

福祉関連事業 10事業所
介護事業や福祉介護用品供給事業など

地域包括支援センター
デイサービス

1
1

は～とらんど
在宅介護サービス

1
7

コープこうべの 環境の取り組み
　日本は京都議定書で2008～2012年の期間

に、地球温暖化の原因となる温室効果ガスを

1990年対比６％削減することを約束しています。

しかし2005年は逆に7.8％増加しており、目標達

成に向けて、社会全体で排出量削減への対策

をすすめることが求められています。さらに、環境

負荷削減のための法規制も厳しくなり、環境配

慮型の事業展開はいまや社会的責務になりつ

つあります。このような状況のなかで、コープこう

べでは温室効果ガスのＣＯ₂削減、廃棄物削減の

ために、いろいろな取り組みをすすめています。

　また、「環境を守ること、それはくらしを守るこ

と」のことばに象徴されるとおり、環境への取り

組みは、わたしたちが平和に安心して暮らせる

社会の実現に向けた道程そのものです。くらし

の見直しの必要性に組合員一人ひとりが気づ

き、行動を起こす。そんなきっかけづくりを、今後

は行政や学校、地域で活動する諸団体、他の

協同組合など、さまざまなところとつながって、さ

らに広げていきます。

ＣＯ２削減（省エネ）の取り組み Ｐ.８

環境配慮のライフスタイルを提案 Ｐ.１６

廃棄物削減の取り組み Ｐ.１０

くらしの中での３Ｒの推進 Ｐ.１４

環境に配慮した商品の開発と供給 Ｐ.１２

配送・
配達コースの
効率化
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利用して
野菜を栽培
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廃油の
有効利用

メタン発酵
施設による

エネルギー回収

環境に配慮した
商品の開発と
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人と自然に
やさしい食べものづくり
“フードプラン”

マイバッグ運動

容器包装の
リサイクルと
再商品化義務の

履行

行政との
レジ袋削減
協定締結

ファミリー
エコチェックによる
くらしの見直し

「コープＥＡＲＴＨ
くらぶ」の活動で気づきの

きっかけづくり

行政・ＮＰＯと
連携して、環境活動を

地域へ拡大

組合員の
エコメッセージ

募集

レジ袋代金の
環境の取り組みへの

活用


